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のようなdiagramの和であり, ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??
?? ? 〜? ?






































I/(J(xlトJ(x2)2･f2(～-J(x.)+J(x2) Xl- x2dxldx2 (2･3)
という形を仮定 してfl,f2という関数を求めることにする｡(2･3)式の第 1項は




































































- 30 5 -
小谷 岳生
References
Books
･『多粒子系の量子論』Fetter-Walecka(1971),松原 ･藤井訳,マグロウヒル社.
･ 『QuantumMechanicsandPathlntegrals●』FeynmanandHibbs,McGrawIHilBook
Company(1965).
･場の理論におけるPathlntegralに関して
･ 『QuantumMany-ParticleSystems』∫.W.NegeleandH.Orland,亜dison-Wesley
PublishingCompany,FrontiersinPhysicsSeriesVo168(1987).
Papers
･W.Yang,Phys･Rev･A38(1988)5494-,の一連の論文と
･G.G.Hoffmanetal.,Chem.PhysLet.148(1988)313,で陽な密度汎関数について議
論してある｡
また,simplemetalについて
･J.氏.Chelikowsky,Phys.Rev.B21(1980)3074,ではTF(+α)の近似で計算して
いる｡
PostScript
根本的思い違いなどについて特に指摘して下さい｡また,関連する情報や,コメントな
どがあればぜひお聞かせ下さい｡単独で行ったので情報が乏しく不安に感じています｡
-306-
